
・行政資料作成業務にGISを活用 ⇒ 業務効率の向上
⇒従来手作業で行っていた業務を省力化
⇒紙データで保管されていた情報の更新が、デジタルデータのため容易に
⇒位置データと現場写真のデータが保存され、現場での確認業務が大幅削減

【前橋市】様々な課題解決に向けた活用方法及び、業務効率化への効果
をみるために現在実証事業を行っている。

航空地図 筆界等+ + +

ICT技術を活用した働き方改革への取組み
実施主体：群馬県利根郡川場村 / 群馬県前橋市 / ＲＦＪ株式会社
実施地域：群馬県利根郡川場村 / 群馬県前橋市

「コストは低く、効率は高く」 低コストGISを活用した自治体の業務効率向上と働き方改革の実現

取組の概要

取組の成果

取組の背景

官民協働
サービス

※GIS(Geographic Information System)：地理情報サービス

White Map 平均資料枚数 資料作成時間

導入前 3～5枚 約3時間

導入後 1枚 約1時間
70％減70～80％減

【川場村の課題】
・頻発する自然災害や、鳥獣被害への対処等により年々増加する業務
・限られた人員での行政課題への対処
・老朽化インフラの更新管理業務の増大（水道管・消火栓等）

数年に一度業者へ作成委託

写真

データ検索

データ

資料完成

【従来】

手作業でPDFへ挿入

【現在】
150項目のGISデータ内蔵

業務効率の向上が必要

■事業経費：132万円/年間（システム利用料）
（非常勤職員1名の年間人件費の約７０％）

■効果（一つの資料作成にあたり）写真・データ等システム上で簡易に挿入可能

※イメージ

低コストGIS導入により年間数百時間が創出され、
新たな行政課題の解決や、働き方改革の実現に向け
取り組んでいくことが期待される。



■国勢調査（人口）のデータ表示

GIS『White Map』 使用例⑴



■台風19号被害状況写真・位置情報と土砂災害警戒区域の表示
GIS『White Map』 使用例⑵
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